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販
路
訟
の
過
剰
投
費
詑
へ
の
設
展

第
五
十
巻

五
八
六

第
五
抽

四ノ、

居費

死

販
路
設
の
過
剰
投
資
設
へ
の
護
展

青

秀

夫

山
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名王者
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備と
ナし
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語E 末

績上b
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空空
竺 F
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L士宮
宅 5
〈色

f駐日 開'

ら E

号 i
ゐ)
るを
。主

張
し

一寸

近
伏
恐
tilE 
型E
E命
ι〉

ツ
ガ
ジ
に
於
て
は
不
比
例

設
の
論
詮
は
マ
ル
ク
ス
の
繍
張
再
生
産
表
式
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、

E
れ
ま
で
主
と
し
て
資
本
主
義
崩
壊
の
問
題
の
椀
執
よ
り

論
ぜ
ら
れ
来
っ
た
が
、
然
し
そ
の
師
結
、
即
ち
資
本
の
蓄
積
は
ど
己
主
で
行
っ
て
も
行
詰
ら
な
い
と
い
ム
命
題
は
、
他
面
に
於
て
、

不
比
例
読
に
有
力
左
理
論
的
論
擦
を
興
ふ
る
も
の
と
し
て
景
気
理
論
の
問
題
と
緊
密
に
連
絡
し
、
か
く
て
彼
の
所
謂
「
古
典
皐
抵
の

販
路
説
と
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
理
論
と
の
綜
合
の
試
み

L
2
0
2岳
信
号
『
出
百
F
g
o
a
z
H
h
r司
ロ
骨
ニ
内
F
E
Z
n
r
B
E
r
g
m
H串
E
o
-
-
5

巴
v
q
E
F
N
E
E
r
g
a
z
-
v
g門
官
吉
田
自
己
凶
白
色
。
『
同
。
ロ

EE--。
ロ
。
σ毛
色
時

g
a
m
〈

n
p巴
Z
Z
回
P
仏
弘
司
嵩
耳
目
。
-Honk，
ロ
乞
可
昌
弘
雪
国

4
2門回目
Z
E
E

-
宮
司

dvm】宮
E
E
n
r
g
F官
Em)
は
「
輝
し
か
己
第
一
級
の
業
績
」
と
し
て
現
代
景
気
理
論
の
主
流
の
う
ち
に
今
命
脈
々
た
る
生
命
を
保

っ
て
ゐ
る
。
謂
は
ぽ
、
此
の
ツ
ガ
y
的
遺
産
に
劃
し
て
如
何
程
る
態
度
を
採
る
か
は
過
剰
投
資
説
内
部
の
決
定
的
問
題
の
一
つ
に
印
刷

Tじgan-Baranow:sky; Sturlien zur Theorie llnd G田 chi!，;htt: dt:r Hanùelskri~t:n 
in England， IgoI. Tougan-Baranowsky; Les cri~酎 indu引Tielles en Angle-
terre， 1913 鍵本博課、英園別荘史論。何此の概曹に、古典畢恨の恐慌現諭
について最涯周到なる研究を嘉吉れたことを各ロ吉彦(c恐慌理論白研究リ山
口茂(ι流通純済白貨幣的機構，)雨教授に感謝したい。



ず
る
。
此
の
意
味
に
於
て
再
々
は
ツ
ガ
ン
の
景
気
事
設
を
問
題
と
す
る
が
、
順
序
と
し
て
先
づ
再
生
産
表
式
目
よ
る
不
比
例
説
の
諸

設
よ
り
絞
遁
主
始
め
土
う
。

ツ
ガ
ン
は
生
産
部
門
主
三
分
し
、
第
一
部
門
は
生
産
手
段
を
、
第
一
一
部
門
は
弊
働
者
消
費
財
を
、
第
三
部
門
は
資
本
家
治
資
財
宝

夫
々
生
産
す
る
と
し
、
更
に
マ
ル
ク
ス
の
不
縫
資
本
・
可
稼
資
本
・
剰
徐
憤
値
の
三
項
目
に
代
ふ
る
に
坐
産
手
段
偵
値

ω・
持
賃

例
・
利
潤
M
w
u
r」
以
て
す
る
。
向
次
の
俄
定

E
設
け
る
。
偲
定
↓
、
凡
て
の
部
門
を
通
じ
て
日
v

a

1

H

U

H

H

の
比
率
が
保
た
れ
る
。

(
 

俄
定
口
、
利
潤
の
半
分
が
貯
蓄
さ
れ
る
。
此
の
前
提
の
下
に
ツ
ガ
ン
は
弐
の
表
式

E
輿
へ
る
山

第一表式(車純再生産)

720p + 360a + 360r =1，440 

8附01' + 180" 十 1SOr 720 

360p + 180a + 180r 720 

1，440 720 720 2，880 

第二表式(横張再生産)

第一部門

帯二部門

第三部門

( +240) 

(十120)

( -360) 

8-10+120+420 1，680 

420+210+210 = 840 

180+ 90+ ，90 = 360 

1，440 720 720 2，880 

第一年度

葬部門

第二部門

第三部門

販
路
詑
白
過
剰
投
費
設
へ
の
資
展

( +2RO) 

( +140) 

( -420) 

980+490+490 ~ 1，960 

490+ 245+ 245 980 

210十 105+lu5 420 

1，68U 840 840 3，360 

第二年度

第一部門

第二部門

事事三部門

第三年度

第一部門 1，143.YJ+571%+571% =2，286% (十326対)

第二部門 571%+285鵠 >285%=1，143YJ"(+163万)

第三部門 245 + 122}5'+J2272' = 490 (-490 ) 

1，960 980 980 39唱。

と

す此
るの
と表
と式

る‘を
は .i盟
、じ
要て
すツ
るヌf
に y

斯が
う 百五
一で ら
あう

る
。
成
程
蓄
積
に
よ
っ
て
消
費
は
減
退
し

生
産
は
増
大
す
る
、
然
し
増
大
し
た
生
産

は
自
ら
そ
の
販
路
を
創
叫
す
る
。
消
費
財

需
要
が
減
退
し
た
だ
け
、
生
産
千
段
需
要

が
新
し
ぐ
現
は
れ
る
か
ら
、
需
要
と
供
給

と
の
均
衡
は
貯
蓄
に
よ
っ
て
少
し
も
撹
乱

さ
れ
な
い
。
小
萎
の
需
要
が
減
っ
て
銑
鍛

の
需
蛍
が
と
れ
に
代
っ
て
現
れ
る
、
た
刊
誌

第
五
十
巻

主
八
七

務
五
競

四
九

Vgl. W. Sombad; Die Stδrllngen im deutschen、Nirtschnftslebenwahrend 
der Jalue 19QO ff， in Schriften dell Ver'創出向rSoualpolitik， CXllr， 1904， 
s. 130 
Tugan; Studien， S. '27・
Spiethoff; Schriften des Ve-reins臼rSozialpolitik， CXIII， 1904. S. 222 
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販
路
詑
白
過
剰
投
棄
読
へ
白
護
展

解
五
十
番

豆E

O 

第
五
抗

五

八

人

そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
上
の
表
式
に
ワ
い
て
此
の
と
と
を
説
明
し
上
う
。
第
一
年
度
に
於
て
は
成
程
生
産
手
段
忙
於
て
二
四

O
、
持
働

者
消
費
財
に
於
て
一
二

O
の
超
過
が
生
じ
た
が
、
此
の
超
過
は
、
第
二
年
度
に
於
け
昌
生
毒
機
張
の
た
め
の
需
要
増
加
(
生
産
手
段
及

刊
日
勢
働
者
消
費
財
に
於
け
る
そ
れ
)
に
上
っ
て
完
全
に
消
化
さ
れ
る
。
同
様
忙
第
二
年
度
の
貯
般
(
生
産
手
段
に
於
て
二
八
O
、
勢
働
者
消
費
財

に
於
て
一
回
O
)
も
亦
第
三
年
度
の
生
産
披
張
に
そ
の
販
路

E
見
出
す
。
以
下
同
様
に
し
て
牛
産
摘
張
は
無
限
に
進
行
す
る
。
か
〈
て

「
資
本
弁
義
的
生
産
は
自
分
自
身
で
販
路
を
創
り
出
す
と
い
ム
基
本
命
閣
は
、
極
は
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
、

枇
合
的
資
本
の
再
生

産
過
程
の
理
解
が
不
充
分
た
揚
合
K
は
反
針
主
生
じ
易
い
も
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
闘
式
は
此
の
基
本
命
題
を
詑
明
し
て
剰
す
と
と

ろ
な
き
も
の
で
あ
る
。
若
し
枇
合
的
生
産
の
損
張
が
可
能
で
さ
へ
あ
れ
ば
卸
ち
生
産
力
が
蝿
張
ナ
る
忙
足
る
だ
け
存
在
す
る
た
ら
ば

枇
合
的
生
産
が
比
例
的
に
配
分
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
(
百
一
骨
4
2官
5
3
E
-
2
E
Z
Z
E四
骨
『
官
民
T
n
E
E
n
r
E
F
E
-
r
g
s、
需
要
も

亦
生
産
摘
張
に
臆
じ
で
増
大
す
る
筈
で
あ
る
。
差
し
此
の
僚
件
の

F
に
於
て
は
新
し
〈
市
場
に
現
は
れ
る
商
品
は
凡
て
と
れ
他
の
商

• 

ロ
聞
の
獲
得
の
潟
の
新
し
い
購
買
力
に
他
友
ら
ね
か
ら
で
あ
る
o
」

此
の
論
詮
が
過
少
消
費
設
に
封
ず
る
批
判
在
意
味
す
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
ツ
ガ

y
に
工
れ
ば
、
そ
れ
は
亦
、
販
路
法
則
の

古
典
出
申
訳
的
理
解
を
も
超
え
る
も
の
で
あ
る
。

削
ち
古
典
準
仮
は
此
の
法
則
の
設
明
に
詰
っ
て
、
「
貯
蓄
さ
れ
た
だ
け
持
働
者
消
費

が
増
加
し
、
従
っ
て
消
費
は
貯
蓄
に
土
り
て
減
退
せ
む
。
」
(
R

耳

va
窃

E
毒
血

"
F
5
E
F
E
g自

E
F
O
S
F
2
5
T伊

丹

E
E
E
V
E

喜
胸
骨
院

4
3
3
と
し
、
生
産
横
張
に
主
る
勢
働
宥
消
費
の
需
要
し
か
考
慮
し
た
か
っ
た
の
に
叫
制
し
て
、

此
の
現
論
は
資
本
家
階
級

の
生
産
千
段
需
要
を
己
れ
に
加
へ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
古
典
出
申
減
の
販
路
訟
に
射
す
る
此
の
ツ
ガ
y
の
理
解
は
訣
鮮
と
も
云
は
れ

て
ゐ
る
が
、
仮
に
さ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
マ
ル
ク
ス
的
用
具
の
利
川
忙
土
つ
ナ
一
販
路
法
則
の
理
論
的
梼
逝
を
明
確
に
し
た
こ
と
は

Tngan; Studioen， S. 17 ff.邦謀、 p.293 
Tug:an， Studien， S 巧，邦語、 p.213 
Robertson; Study of lndustrial Fluctuation， '1915， p. 199・
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ツ
ガ
ン
の
功
績
と
し
て
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
逐
年
的
考
察
陀
よ
っ
て
始
め
て
販
路
説
に
時
間
要
素
乃
至
隔
時
的
依
存
関
係

が
導
入
さ
れ
、
販
路
法
則
の
内
容
は
時
間
的
長
さ
を
持
つ
過
程
の
う
ち
に
線
り
展
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
し
、
か
〈
て
始
め
て
一
般
的

過
剰
生
産
の
可
能
性
の
問
題
の
よ
り
精
確
左
論
議
の
基
礎
が
奥
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
で
以
上
の
論
読
は
不
比
例
誌
に
勤
し
て
論
械
を
興
へ
る
。
上
記
に
上
れ
ば
摂
張
再
生
産
の
開
滑
な
る
進
行
は
生
産
部
門
相
互
間

に
於
て
或
る
比
例
的
闘
係
が
維
持
せ
ら
れ
る
己
と
を
要
求
す
る
が
、
生
産
が
個
人
主
義
的
に
組
紙
せ
ら
れ
、
従
っ
て
計
課
性
を
依
ぐ

と
共
に
、
生
産
が
手
段
と
し
て
で
は
友
く
、
自
己
目
的
と
し
て
行
は
石
弘
資
本
主
義
枇
舎
に
於
て
位
、
此
の
侠i

件
の
満
足
は
決
し
て

W
T
易
で
は
友
い
。
ッ
ガ
ン
は
一
般
的
過
剰
生
産
の
原
凶
を
己

L
K
求
め
る
。
郎
ち
、

「
枇
合
的
生
産
の
配
分
忙
於
け
る
比
例
牲
の
歓

如
」
(
昌
回
目
官
戸
自
吋
E
旬。
E
E払
-
5
E
a耳
目
白
E
H
E同
骨

司

問

n
v
o
p
n
E
E
H
R
r
E
F邑
crtoD)
が
資
本
主
義
絞
済
の
貨
幣
的
機
構
を
通
じ

て
一
般
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
般
的
過
剰
生
産
が
生
や
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

ツ
ガ
ン
は
要
約
的
に
云
ム
。
「
吾
々
が
既
に
明
か

に
し
た
通
り
、
枇
曾
的
生
産
が
比
例
的
に
配
分
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
、
需
要
は
商
品
の
供
給
自
慨
が
と
れ

E
創

b
mす
。
然
し
乍
ら
完

査
な
比
例
性
を
紘
持
す
る
こ
と
は
超
え
難
青
困
難
を
含
む
。
祉
合
的
生
産
の
配
分
に
し
て
比
例
仕
を
失
ふ
た
ら
ぽ
、
モ
れ
は
常
忙
若

干
商
品
の
過
剰
生
産
に
導
く
が
、
然
し
一
切
の
生
康
部
門
相
互
聞
に
は
輯
接
な
る
連
絡
が
存
ず
る
か
ら
、
表
干
の
商
品
の
過
剰
生
産

は
容
易
に
一
般
的
友
る
過
剰
生
産
忙
純
化
す
る
。
市
場
は
費
れ
ざ
る
商
品
で
充
満
さ
れ
、
債
格
の
崩
落
が
生
や
る
己

か
ぐ
の
如
く
ツ
ガ
ン
は
一
般
的
過
剰
生
涯
の
原
凶
を
生
藤
部
門
相
互
間
の
不
比
例
陀
腕
し
、
更
に
此
の
不
比
例
に
謝
す
る
責
任
を

凡
て
資
本
主
義
的
経
済
機
構
に
負
は
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
目
指
し
て
然
ら
ぽ
景
気
持
世
動
の
週
期
性
は
如
何
に
し
て
説
明
さ
れ
る
か
。

若
し
不
比
例
の
原
因
が
経
済
制
度
目
慌
の
う
ち
に
存
す
る
と
す
れ
ば
、

一
般
的
過
剰
生
産
は
寧
ろ
恒
常
的
現
象
た
る
他
在
い
の
で
は

販
路
設
の
過
剰
設
費
詑
へ
自
由
控
展

第
五
十
巻

五
八
九

第
五
競

五

Tug:an， Studien， S~ 31. 8) 



販
路
説
の
過
剰
投
費
詑
へ
の
殻
展

静
五
十
巻

五
九

O

正

静
五
続

た
い
か
u

己
誌
に
於
て
ツ
ガ
y
は
景
気
持
型
動
の
遡
期
性
の
説
明
を
専
ら
貨
幣
資
本
の
蓄
積
旭
程
の
分
析
に
委
ね
る
。
現
代
に
於
て
貨

幣
資
本
の
蓄
積
と
生
産
資
本
の
蓄
積
と
が
百
L
K
E別
さ
る
べ
き
三
つ
の
過
程
で
あ
る
と
と
は
い
ふ
迄
も
た
い
が
、
貨
幣
資
本
の
蓄
積

が
常
住
に
、
間
断
左
く
行
は
れ
る
の
と
剥
比
し
て
、
生
産
資
本
の
蓄
積
乃
至
貨
幣
資
本
の
生
産
資
本
へ
の
時
化
が
好
況
期
に
於
て
飛

路
的
に
増
大
し
、
不
況
期
に
於
て
著
し
く
停
滞
す
る
と
と
も
亦
明
か
な
事
貨
で
あ
る
。
ツ
ガ
ン
は
此
の
貼
に
注
目
す
る
。
印
ち
、
沈

滞
期
に
あ
っ
て
は
、
投
資
活
動
の
減
退
と
共
に
、
前
は
い

h

偲
悦
欣
態
に
あ
る
貨
幣
資
本
が
逐
次
堆
積
さ
れ
る
が
、
此
等
の
「
貯
蓄
さ

れ
た
る
貯
蓄
」
の
投
資
泡
求
の
欲
求
は
時
の
経
過
に
つ
れ
て
厩
力
を
榊
大
し
、
早
か
れ
遅
か
れ
E
れ
ま
で
不
採
で
あ
っ
た
投
資
活
動

生
産
費
本
へ
の
韓
化
)
の
畿
日
時
宇
、
た
ら
す
。

一
度
投
資
が
始
ま
れ
ば
、
と
れ
士
で
抑
制
さ
れ
て
ゐ
た
貨
幣
資
本
の
蓄
積
は
堤
を
切
っ

て
産
業
川
外
に
流
れ
出
す
。
此
の
助
け
に
よ
っ
て
上
昇
過
程
が
泉
秘
的
に
進
行
す
る
。
然
し
乍
ら
、
勢
丹
激
す
る
と
と
ろ
、
生
産
資
本

の
蓄
判
明
は
過
度
に
行
は
れ
、
「
貯
水
池
」
、
蓄
山
附
さ
れ
た
貸
付
資
本
が
枯
泌
す
る
。
此
の
貸
付
資
本
の
快
乏
は
恐
慌
を
も
た
ら
す
。
か

〈
て
反
動
が
襲
来
し
、
投
資
活
動
は
再
び
萎
鹿

L
、
貸
付
資
本
は
次
の
好
況
を
準
備
す
ぺ
〈
堆
税
を
始
め
る
。
ツ
ガ
ン
は
此
の
機
俳

を
蒸
気
機
闘
に
警
へ
て
次
の
如
〈
美
し
〈
説
明
し
て
ゐ
る
。

「
シ
リ
ン
ダ
ー
の
中
白
菜
親
の
役
割
を
づ
と
品
る
も
の
は
貸
付
安
本
の
蓄
積
で
晶
る
。
ピ
ス
ト
ン
に
劉
ナ
る
諜
革
の
カ
が
一
定
の
大
さ
に
建
ナ
る
と
、
そ

れ
は
抵
抗
に
釘
克
つ
。
ピ
ス
ト
ン
は
動
き
蛤
品
、
シ
P
ング

1
2明
主
で
行
〈
0

4

究
い
て
茶
集
が
抜
け
、
ピ
ス
ト
シ
は
以
前
回
場
所
に
還
る
。
蓄
積
さ

れ
た
貨
幣
費
本
は
一
定
棋
に
建
す
る
と
、
と
れ
と
同
様
に
産
業
の
上
に
作
用
す
る
。
そ
れ
は
産
業
を
動
か
し
、
次
い
で
消
議
さ
れ
、
産
業
は
以
前
の
扶

想
に
還
る
。
閣
の
事
情
の
下
で
は
、
恐
慌
が
迦
期
的
に
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
ど
と
は
常
然
で
あ
る
。
資
本
主
語
は
常
に
同
様
な
俊
民
循
環
を
辿
る
べ
き

運
命
を
持
り
。
」

此
の
着
想
は
恐
慌
の
際
的

E
資
本
快
乏
に
蹄
す
る
新
忙
於
て
は
多
〈
の
先
輩
(
例
へ
ば

J-s
・
さ
と
を
持
つ
が
、
沈
滞
期
間
中
の
貨

喜四、 Tugan; 8tudien， K叩 Vln 剤課、 p.245・以下。
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幣
資
本
の
蓄
積
に
所
謂
「
帯
電
池
」
的
機
能
を
認
め
、
「
貯
蓄
さ
れ
た
る
貯
蓄
」
を
軍
要
組
し
、
明
瞭
に
と
れ
を
定
式
化
し
た
と
と
は
恐

ら
〈
ツ
ガ

y
の
一
功
続
と
し
て
認
め
ら
れ
る
で
あ
ち
う
町
而
し
て
此
円
説
明
形
式
は
共
後
若
干
の
迫
随
者
を
見
向
し
(
レ
ス
キ
ュ
ー
ル
、
シ

ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
な

E
叶
、
景
気
川
町
論
上
在
日
す
ペ
昔
一
族
主
形
成
す
る
。
か
〈
で
此
の
景
気
製
設
に
剥
し
て
何
ら
か
の
呼
名
聖
典
へ
る
こ

と
が
使
宜
と
在
る
が
、
五
日
々
は
こ

h
k
、
ア
フ
グ
リ
オ
ン
に
従
っ
て
と
れ
を
貯
蓄
曲
学
説

{
F宮
口
向
島
土

S
R同
E

J

2
目
的

m
A
J
r
E
4
)

{
註
)

と
名
付
け
る
で
あ
ら
う
。

(
註
一
)

此
の
表
式
に
よ
る
論
詩
と
な

b
ん
で
、
ザ
ガ
ン
に
於
て
は
、
販
路
詑
の
概
念
的
論
荷
主
ホ
一
耳
ふ
べ
き
も
の
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
『
向

品
の
絶
劉
的
貨
幣
憤
怖
の
一
般
的
騰
貴
(
品
川
至
下
落
)
は
あ
り
得
で
も
、
相
劉
的
交
揖
債
慌
の
一
般
的
騰
貴
(
乃
至
下
落
)
は
あ
り
得
な
い
、
一

商
品
の
相
封
的
支
換
師
同
値
の
騰
貴
は
他
『
尚
品
円
相
劉
的
交
換
憤
値
の
低
下
を
草
昧
す
る
、
』
と
い
ふ
周
知
円
骨
題
と
同
一
論
誌
に
よ
る
の
で
あ

る
。
即
ち
印
前
品
目
描
L

剰
生
産
は
叩
商
品
の
偵
杭
を
低
下
せ

L
品
る
が
、
同
時
に
昨
乙
商
品
に
割
ず
る
需
要
を
柑
大

L
、
従
っ
て
そ
の
生
産

を
過
山
少
な
ら

L
品
、
そ
の
偵
慌
を
騰
貴
せ
し
め
る
。
従
っ
て
貨
物
紹
桝
に
於
ど
は
過
剰
生
売
も
伯
格
下
落
点
部
分
的
で

L
か
な
い
。
た
だ
貨

幣
経
済
に
於
て
は
、
叩
商
品
の
倒
持
下
落
は
甲
商
品
生
産
者
の
賀
上
高
を
惜
少
し
、
従
っ
て
甲
向
品
企
声
帯
の
乙
商
品
に
割
ナ
る
購
買
力
を

時
退
せ

L
品
る
が
故
に
、
過
剰
生
産
は
一
般
化
さ
れ
て
一
般
的
調
剰
生
産
が
生
ず
る
。
こ
れ
が
ヲ
J
H
Y

円
概
念
的
論
設
で
あ
る
。
(
叶
品
目
U

ω
z
a
o
p
m
品
目
邦
課
、
二
凹
七
頁
以
下
。
)
然
し
乍
ら
苦
々
位
此
の
説
明

E
以
て
快
定
的
で
あ
る
と
は
考
へ
な
い
。
蓋
L
此
の
説
明
は
生
産

目
結
果
の
一
部
が
費
本
化
さ
れ
て
、
調
は
ば
迂
問
的
に
、
需
要
v
と
な
っ
て
現
れ
る
場
合
円
相
官
時
間
的
湖
特
を
捨
象
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

苦
々
が
表
式
に
よ
る
販
路
訟
の
論
説
を
重
要
訓
ず
る
の
は
か
か
る
糊
貼
か
ら
で
あ
る
。

ロ
『
'
〉

h
r

「内乱

E回
U
H
h
s
p
m
O同一回。骨
-
d
目
訳
出

m
E
自
由
民
昨
日
品
。
耳
目
V
E
]〕静岡国。島内
H
Z
P
E
-
u百
円
甘
え
吉
田
昆
宮

2-z=ou
同
2
d。
H

E
民
2
3
白宮内凶

R
Z
p
o
m
骨
。
ロ
。
百
五
ロ
自
己

E
巳
巴
2
・
Meop
旬

N
N
m
w
z
m
m
A
尚
、
英
課
名
は
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
に
よ
る
。
(
開
S
E
E
M
n

」『
02
ヨ巴
u
胃
E
0
7
3
M
L
r
同
》
∞
切
)
|
|
ア
フ
タ
リ
オ
ン
は
過
剰
生
産
恐
慌
に
闘
す
る
費
本
不
足
躍
説

(
F
E
Z
昔
忌
向
島
骨
骨

E
官

E
H
Z

自
己
目
。
昔
日
空
白
白
骨

E
4
3骨
R
Eロ
)
の
一
分
岡
山
、
然
し
そ
の
最
も
理
論
的
な
る
分
祇
と

L
C
貯
蓄
畢
設
を
考
へ
る
の
旬
ち
、
彼
に
よ
れ

ば
、
資
本
不
足
融
説
は
(
イ
)
貴
金
属
貨
幣
の
不
足
に
着
目
す
る
も
の
一
、
(
ロ
)
融
行
券
の
不
足
に
着
服
す
る
も
の
、
(
ハ
)
情
用
の
不
足
に
注
目

す
る
も
の
、
(
三
委
本
不
足
と

L
て
流
動
資
本
の
融
之
を
考
へ
る
も
白
、
(
ホ
)
貯
帯
串
詑
目
玉
づ
に
分
た
れ
る
が
、
理
論
的
忙
重
要
な
の
は

(
註
一
一
)

販
路
設
の
過
剰
投
資
説
九
円
発
展

第
五
十
巻

五
= 

五
九

第
五
披

Cf. Mitchell， Dusine括 Cycle1>， 19Z7， p. 2]・
J. Lescure; Cri~e~ générale~句P.t pεriodiques de surprodudion， 3f! ed. J923， P 
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厩
路
誌
の
過
剰
投
資
説
へ
白
斑
民

第
五
十
巻

五
九

第
五
郵

玉
I!Y 

最
後
の
も
の
白
品
で
畠
る
と
す
る
。
而
L
て
彼
が
貯
蓄
串
哉
の
代
表
者
と
L
て
翠
げ
て
ゐ
る
の
は
、
ジ
ュ
グ
ヲ
ア
、
ヴ
ガ
ン
、
シ
ュ
ピ
イ
ト

ホ
フ
な

F
で
あ
る
。

ツ
ガ

y
が
過
剰
投
資
誕
に
遺
し
た
と
こ
る
の
も
の
は
、
以
上
に
よ
っ
て
明
か
友
泊
り
、
二
東
で
あ
る
。
郎
ち
、
第
一
に
マ
ル
ク
ス

の
時
四
市
町
再
生
産
支
式
の
利
用
に
於
て
不
比
例
況
の
論
議
を
試
み
た
こ
と
、
第
二
に
所
謂
貯
蓄
感
況
の
構
惣
に
基
い
て
景
気
の
〈
ゃ
れ

を
過
剰
投
資
乃
査
資
本
の
依
乏
に
よ
っ
て
詑
明
し
た
己
と
、
此
の
二
つ
が
ツ
ガ
ン
の
過
剰
投
資
誠
に
於
け
る
貢
献
で
あ
る
。
勿
論
ツ

ガ
ン
の
景
気
製
説

E
全
面
的
に
検
討
す
る
と
す
れ
ば
、
問
題
は
此
の
二
駄
に
止
ま
ら
ぬ
が
、
現
代
景
気
理
論
と
の
閥
聯
に
於
て
注
目

に
値
す
る
論
則
は
此
の
二
つ
で
あ
る
。

さ
て
然
ら
ば
.
先
づ
第
一
に
、
抗
政
再
生
産
表
式
に
よ
る
不
比
例
設
の
論
説
は

E
う
見
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
既
油
の
如
く
、

此
の
論
議
は
販
路
誌
の
論
理
的
構
浩

E
極
め
て
明
断
に
一
本
す
が
、
こ
れ
を
立
入
っ
て
考
察
す
る
と
き
、
百
々
は
寧
ろ
次
の
結
論
に
到

建
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
副
ち
、
此
の
表
式
は
販
路
設
の
た
め
に
何
ご
と
も
語
る
も
の
で
は
な
〈
、
寧
ゐ
自
然
経
済
忙
於
て
既
に
一
般

的
過
羽
生
産
が
可
能
で
あ
る
己
と
を
示
す
。
従
っ
て
不
比
例
議
は
此
の
表
式
か
ら
の
必
然
的
蹄
結
で
は
在
〈
、
同
市
に
可
能
た
師
結
の

一
つ
に
過
ぎ
肉
、

1

1
五
口
々
は
か
ぐ
考
へ
る
が
、
以
下
忙
於
で
吾
々
の
此
の
見
解
E
説
明
し
土
う
。

先
づ
明
か
在
の
は
、
ツ
ガ
ン
の
表
式
向
酬
胞
が
一
般
的
過
剰
生
産
の
可
能
性
を
最
初
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
た
だ
如
何
な

る
保
件
の
下
に
於
て
一
般
的
過
剰
生
産
が
不
可
能
で
あ
る
か
を
一
不
ナ
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
然
ら
ば
?
て
の
傑
件
は
如
何
な
る
も
の
一

で
あ
る
か
。

何 Tugan の 景気 理論 にワ い Cは SpietllUぽ白許制なる槍青寸がある_'!J?l. 
Spietho仔 DieKri<;entheoTIen von M. v. Tugan. Baranow止yund L. Puhle. 
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此
の
拡
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
自
然
経
済
に
於
て
す
ら
、
そ
れ
が
個
人
主
義
的
に
組
織
さ
れ
で
ゐ
る
限
り
、
資
本
形
成
温
再
開

と
商
品
生
産
過
税
は
連
絡
を
快
ぎ
、
此
の
二
つ
の
過
程
は
全
く
樹
立
に
進
行
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
貯
蓄
に
止
っ
て
形

成
さ
れ
た
寅
物
資
本
は
|
|
五
日
々
は
し
ば
ら
く
自
然
経
併
に
つ
い
て
話
を
進
め
る

1
l、
利
潤
追
求
を
目
的
と
す
る
以
上
、
何
時
か

は
資
本
財
に
特
化
す
べ
き
運
命
に
あ
る
P

然
し
乍
ら
そ
の
格
化
は
印
刻
行
は
れ
る
必
要
は
た
〈
、
営
事
者
が
遁
世
と
認
め
る
ま
で
は

商
品
貯
般
の
形
態
に
於
て
待
機
す
る
。
他
方
に
於
て
生
産
過
程
は
、
此
の
商
品
貯
械
の
欣
況
と
無
関
係
に
、
企
業
者
の
決
意
に
上
つ

て
進
行
せ
し
め
ら
れ
る
。
時
と
し
て
企
業
者
の
需
要
は
資
本
財
の
供
給
を
超
え
る
で
あ
ら
う
し
、
時
と
し
て
供
給
が
需
要
を
超
過
し

商
品
貯
減
は
正
常
在
る
貯
蔵
朗
問
E
超
え
て
供
給
者
の
手
許
に
買
残
る
。
此
の
意
味
に
於
T
一
安
本
形
成
過
程
と
生
産
過
程
と
の
聞
係

の
調
整
を
保
設
す
る
も
の
は
ど
と
に
も
存
し
な
い
。
と
と
る
で
ツ
ガ

y
の
表
式
は
此
の
資
本
形
成
過
程
と
生
産
過
程
と
の
聞
に
一
定

の
闘
係
が
成
，
斗
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
ゐ
る
。
今
第
二
表
式
の
第
一
年
度
と
第
一
年
度
と
の
問
の
関
係
に
つ
い
て
一
戸
へ
ば
、
第
一
年

度
の
資
本
形
成
=
ニ
ハ

O
K感
じ
て
第
一
一
年
践
に
於
て
は
恰
度
そ
れ
だ
け
の
生
廃
披
張
が
行
は
れ
る
己
と
と
た
っ
て
ゐ
る
。
勿
論
個
人

主
義
的
経
済
組
織
の
下
に
於
て
は
此
の
閥
係
は
常
に
拶
誕
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
意
味
に
於
て
此
の
一

致
は
此
の
表
式
が
前
提
す
る
保
件

l
i或
は
此
の
保
件
の
性
質
上
隔
時
的
均
衡
僚
件
と
呼
ん
で
も
止
い

1
iー
の
一
っ
と
解
さ
れ
ね
ば

た
ら
向
。

然
し
今
吾
々
が
た
だ
「
資
本
形
成
」
と
呼
ぶ
に
止
め
た
過
程
は
尚
一
居
立
入
っ
て
分
析
さ
れ
る
こ
と
を
裂
す
る
。
し
ば
ら
く
上
の
表

式
の
第
一
年
度
に
つ
い
て
話
を
進
め
よ
う
。
此
の
年
度
に
於
て
は
、

一
方
に
於
で
利
潤
の
五

O
%印
ち
三
六

O
の
貯
蓄
が
行
は
れ
る

と
共
に
、
他
方
に
於
て
三
六

O
{生
産
手
段
ニ
四
O
勢
働
者
消
費
財
一
ニ
O
)
の
商
品
貯
械
が
現
は
れ
た
。
而
し
て
王
日
々
は
、
上
陀
於
で
「
費

旗
時
設
の
過
剰
投
費
設
へ
の
護
展

帝
王
十
巻

五
九
一
=

揮
五
競

五
五



販
路
設
の
過
剰
投
委
設
へ
の
登
展

第
五
十
巻

五
九
四

t
F
瓦
掠

-九六

本
形
成
」
と
い
ふ
場
合
、
貯
蓄
と
商
品
貯
裁
と
の
此
の
二
つ
の
遇
税
を
無
差
別
に
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
此
の
二
つ
の
過
程
は

果
し
て
統
一
的
に
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
此
の
揚
合
、
先
づ
貯
蓄
は
個
人
の
決
意
を
表
ナ
も
の
、
縫
っ
で
現
貸
に
於
て
そ
れ
よ
り

如
何
在
る
結
川
市
が
生
守
る
か
は
市
揚
の
欣
況
に
よ
る
修
正
作
用
を
ま
っ
て
始
め
て
決
定
さ
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
左
ら
由
。

換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
自
渡
的
貯
蓄
」
在
意
味
す
る
も
の
で
一
な
け
れ
ば
泣
ら
む
。
己
の
と
と
を
何
よ
り
も
明
瞭
忙
示
す
も
の
は
、
先

に
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
仮
定
さ
れ
た
貯
蓄
率
の
概
念
で
あ
る
。
査
し
此
の
概
念
は
、
夫
自
偶
有
意
味
た
る
矯
に
は
、
岡
氏
の
多
か
れ

少
か
れ
持
続
的
在
る
心
理
的
性
質
主
表
現
す
る
も
の
で
た
け
れ
ば
な
ら
宇
、
そ
の
時
々
の
礎
醐
一
極
ま
り
た
き
一
市
場
の
扶
況
に
よ
っ
て

修
下
比
さ
れ
た
結
同
取
を
一
不
十
如
き
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
害
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
突
に
そ
の
針
偶
た
る
と
と
る
の
同
一
年
度
内
の
商

品
貯
蔵
に
つ
い
て
云
へ
ぽ
、
此
の
商
品
貯
蔵
機
能
を
負
婚
す
る
人
々
、
邸
ち
仮
に
吾
々
が
寸
商
人
し
と
呼
ぼ
う
と
す
る
人
々
は
、
自
然

粧
怖
に
於
て
す
ら
も
、
此
の
貯
蓄
者
と
分
化
し
得
る
。
此
の

一
つ
の
範
鳴
の
人
格
が
同
一
人
特
で
あ
る
べ
#
必
然
性
は
存
し
た
い
。

従
っ
て
一
方
に
於
て
三
六

C
の
貯
蓄
が
行
は
れ
る
と
し
て
も
、
他
方
に
於
て
如
何
程
の
商
品
貯
蔵
が
行
は
る
る
か
は
、
そ
れ
と
無
闘

係
に
杢
〈
「
商
人
」
の
決
意
忙
依
存
ナ
る
で
あ
ら
う
。
換
一
面
す
れ
ば
、
貯
識
が
如
何
在
る
貫
質
的
資
本
形
成
や
一
粛
す
か
は
、
商
人
の
決

意
を
侯
つ
で
始
め
て
定
ま
る
。
令
官
々
は
此
の
商
人
の
商
品
貯
蔵
の
決
意
を
「
貯
蔵
投
資
」
と
呼
ん
で
、
上
記
の
企
業
者
の
生
産
披
張

の
た
め
の
投
下
資
本
の
情
加
と
し
て
の
「
生
産
的
投
資
L
h
ら
臨
別
す
る
己
と
と
し
よ
う
。
然
る
と
昔
1
V
L
々
は
以
上
の
考
察
を
要
約
し

て
、
ッ
ガ
ン
の
表
式
は
年
々
の
貯
曹
が
該
年
度
の
貯
蔵
投
資
と
一
致
す
る
こ
と
を
前
提
す
る
v

も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
と
と
が
出
来
よ

ろ
c

貯
需
が
完
全
に
そ
の
貸
物
資
本
形
成
的
放
川
市
を
褒
却
し
得
る
の
は
此
の
前
提
の
下
に
於
て
で
あ
る
。

い
ま
ツ
ガ
ン
の
表
式
の
今
一
つ
の
前
提
、
即
ち
夫
々
の
年
度
を
通
じ
て
費
用
法
則
が
受
賞
し
、
此
の
意
味
に
於
て
生
産
の
均
衡
が



(
生
二

年
度
中
成
立
す
る
と
い
ム
前
提
を
し
ば
ら
く
度
外
視
す
る
と
す
れ
ば
、
以
上
の
二
つ
の
傑
件
が
満
足
さ
れ
る
己
と
は
、
此
の
表
式
。

成
立
の
偽
の
必
要
且
充
分
た
る
僚
件
と
若
倣
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
査
し
此
等
の
二
つ
の
前
提
が
上
記
の
仮
定
と
と
も
奥
へ
ら
れ
る
と

つ昔
のは
部
門夫
に々
於の

け度
る・数
生が
産夫
手々
段の

信z
(p，)に
弊於
賃て
(a，)取
利る
j閏値
(r，)は
及一

ぴ義
生的
産に
iIW 事正
慣定
値す
(w，)る
(/) fj> 

合ら
~-iト 勺ご

1E 
個。

マコ 1氏
ZS 定
るさ
。る

前〈

昔
未
生日
数
』士

吉己
(/) 

添
字
i
は
部
門
を
表
す
。
)

光
づ
表
式
目
慨
が
表
示
す
る
費
用
法
則
は
此
ら
三
つ
の
部
門
に
於
て
夫
々
成
立
つ
か
ら
、
一
ニ
仲
間
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
記
械
的
に

は
(
】
)
ヲ

+
9
+
D
H
5

で
あ
る
。
更
に
仮
定
一
に
よ
り
(
同
)
司
戸

E
・

『

F
H
M
H
H
(回
日
戸
日
】
臼
)
で
あ
る
が
声
此
の

(
 

僚
件
ぽ
亦
、
六
個
の
方
程
式
を
奥
へ
る
。
従
っ
て
尚
三
個
の
方
程
式
が
袖
は
れ
る
と
と
を
要
す
る
が
、
此
の
方
程
式
は
上
の
二
つ
の

前
提
か
ら
奥
へ
ら
れ
る
。
邸
ゅ
う
、
貯
蓄
と
貯
搬
投
賓
と
が
一
致
寸
る
と
い
ム
批
評
は
す
-
ー
を
)
十

(
3
F
丁
叫
H
コ

(
+
有
同
開

(

臼

)

と
い
ふ
形
の
一
つ
の
方
程
式
を
輿
へ
、
生
産
的
投
資
が
前
年
度
の
賞
物
的
資
本
形
成
と
一
致
す
る
と
い
ふ
僚
件
は

( 

博品
) 

S
H
P
一
l
i
(
劃
一
有
岡
司
州
市
-
)
H
H

劃
一
一
引
開
局
)
(
5
l
l
h
?
)
u

(
+
有
国
阿
角
)
H
E
、1
h吉
一
有
用
G
N
E
一日出国崎川
a
同
δ

一3
I
L
H
E

或
は
一
暦
簡
単
に
は

(
た
)

何
百

H
U一
一
有
岡
G
3
u
h
m
w
四
日
割
-
h
廿
同
司

5

在
る
二
個
の
方
程
式
を
興
へ
る
。
か
〈
て
方
程
式

の
教
は
未
知
数
の
数
と
一
致
し
、

一
定
の
端
初
年
度
が
興
へ
ら
れ
れ
ば
、
一
そ
の
後
は
年
々
歳
々
一
義
的
に
確
定
し
た
形
に
於
て
邑

2
E
E
E
2
K
殻
展
が
進
行
す
る
と
と
に
た
る
。

以
上
に
於
て
吾
々
は
ツ
ガ
ン
の
表
式
の
構
造
を
分
析
し
た
が
、
突
に
此
の
分
析
を
手
懸
り
と
し
て
紋
の
不
比
例
誌
の
論
設
を
吟
味

し
よ
う
。
先
づ
吾
々
は
此
の
分
析
に
基
い
て
ツ
ガ
ン
自
身
が
均
衡
保
件
と
し
て
要
求
し
た
「
枇
合
的
生
産
の
比
例
的
配
分
L
が
何
で
あ

る
か
を
精
確
に
規
定
す
る
と
と
が
出
来
る
。
邸
ち
.
先
に
方
程
式
川
凶
川
阿
川
聞
で
示
し
た
保
件
が
同
時
忙
満
足
さ
れ
る
た
め
に
は
、
各

販
路
設
の
過
剰
投
費
設
へ
の
資
展

帯
五
寸
巷

五
九
五

第
五
披

互五

七



眠
時
設
の
過
剰
設
費
誌
へ
の
護
展

樺
五
十
巻

五
九
六

第
五
競

五
i¥、

部
門
聞
の
生
産
の
聞
に
一
定
の
比
例
的
闘
係
が
維
持
さ
れ
る
己
と
を
要
す
る
が
、
吾
々
は
己
の
と
と
を
以
て
枇
合
的
生
産
の
比
例
的

配
分
の
概
念
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
解
ず
か
。
と
と
ろ
で
然
し
枇
曾
的
生
産
の
配
分
が
此
の
意
味
に
於
で
比
例
的
に
維
持
さ

れ
る
揚
九
日
、
資
本
讃
張
は
困
滑
に
進
行
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
解
答
は
否
定
的
で
左
け
れ
ぽ
な
ら
ね
。
己
の
と
と
は
、
上
の
表
式
に

於
て
第
二
年
度
に
第
一
年
、
皮
に
於
け
る
と
全
く
同
様
の
生
産
が
行
は
れ
た
場
合
を
考
へ
れ
ば
、
直
ち
忙
明
か
と
友
る
。
成
程
此
の
揚

合
、
比
例
的
配
分
は
維
持
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
然
し
販
路
は
第
一
部
門
第
二
部
門
を
遁
じ
で
一
般
的
忙
硬
塞
す
る
。
生
産
が
繍
張
さ

れ
由
た
め
、
第
一
年
度
の
貯
蔵
は
第
二
年
度
比
於
て
寅
捌
か
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
理
由
は
何
庭
に
存
ず
る
か
、
と
の
と
と

も
亦
以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
第
一
部
門
と
第
二
部
門
と
の
比
率
が
二
針
一
で
あ
る
己
と
は
ツ
ガ
y
の
要
求
す
る
保
件

で
あ
る
が
、
此
の
僚
件
は
披
張
再
生
産
の
進
行
の
た
め
の
必
要
保
件
で
は
あ
っ
て
も
充
八
羽
傑
件
で
は
左
い
の
で
あ
る
。
成
程
上
記
の

如
〈
前
年
度
の
貨
物
的
資
本
形
成
と
今
年
度
の
生
産
的
投
資
と
が
一
致
す
る
た
め
に
は
、
第
一
部
門
と
第
二
部
門
と
は
二
針
一
の
比

率
を
維
持
す
べ
雪
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
後
の
僚
件
は
必
や
し
も
前
の
僚
件
を
意
味
し
友
い
。
印
ち
前
の
保
件
は
後
の
保
件
を
合
む

け
れ

E
も
、
後
の
僚
件
は
前
の
僚
件
の
全
て
を
含
む
も
の
で
は
た
い
。
更
に
換
言
す
れ
ば
、
貨
物
的
資
本
形
成
と
生
産
的
投
資
と
の

一
致
と
い
.
ふ
己
と
は
、
上
記
の
凶
が
意
味
す
る
限
り
に
於
て
は
、
各
部
門
の
生
産
の
相
針
的
比
率
を
規
定
す
る
の
み
左
ら
や
、
そ
の

絶
叫
割
的
規
模
を
も
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
枇
曾
的
生
産
の
比
例
的
配
分
と
い
ム
と
と
は
曜
に
相
劉
的
比
率
に
し
か
闘

し
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
以
k
の
表
式
の
分
析
が
切
か
に
し
た
と
乙
ろ
に
よ
れ
ば
、
夫
と
の
年
度
の
生
産
が
草
に
相
封
的
比
率

に
於
て
の
み
な
ら
お
y
、
そ
の
絶
劃
的
規
模
に
於
て
も
一
定
の
傑
件
を
満
足
す
る
と
と
が
、
再
生
産
の
闘
滑
怠
る
進
行
乃
芝
生
産
撰
張

に
膝
や
る
販
路
の
確
保
の
た
め
に
品
市
首
な
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
一
枇
舎
的
生
産
の
配
分
が
比
例
的
で
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
、

ト担白方程式 (4)，(3)， (.)に土つで Wl:W2=2: 1 でなければなι子、更にj曲
目闘樺及v'(.) (2)を (3)忙持ち込むと主によワで W2:ws=7: 3なる闘帽を
得る。 t:.rSpiethoffが示Lた不比例の解騨も t記の苦々の理解を裏書する。
(VgI. A. Spietho仔;Der Kapital皿 angelin seinem Verl泣ltnissezur Guterwert， 
Schmollers -J ahrbuch， 1909 lV， 55. 5I-56.) 
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需
要
も
亦
生
産
蝋
張
に
膝
じ
て
増
大
す
る
、
ム
」
す
る
ツ
ガ

y
の
主
張
は
誤
謬
で
あ
る
。
此
の
師
結
は
決
し
て
上
の
表
式
か
ら
の
正
し

い
師
縮
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

1
1
1
以
上
の
吟
味
に
よ
っ
て
、
恐
慌
は
千
比
例
乃
至
部
分
的
過
剰
生
産
か
ら
し
か
起
り
得
出
と
す
る

ツ
ガ
ン
の
主
張
が
謬
り
で
あ
る
と
と
も
亦
明
か
で
あ
る
。
偲
に
生
産
が
比
例
性
を
維
持
す
る
と
し
て
も
、
生
産
の
絶
針
的
規
模
が
貫

物
資
本
形
成
に
劣
る
揚
合
に
あ
つ
で
は

一
般
的
過
剰
生
産
が
可
能
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
内
ノ
ガ
ン
の
表
式
は
一
般
的
過
剰
生

産
の
不
可
能
を
示
す
も
の
で
は
友
〈
、
高
と
そ
れ
が
如
何
な
る
僚
件
の
下
で
不
可
能
で
あ
る
か
を
示
す
に
止
る
。
卸
ち
そ
れ
は
販
路

A

訪
仏
一
一
}

設
の
論
詮
に
役
立
つ
も
の
で
は
決
し
て
友
い
。

以
上
の
ツ
ガ
ン
に
到
す
る
批
判
を
一
居
明
瞭
友
ら
し
め
る
た
め
に
、
者
"
、
は
r
A

ロ
ミ
の
主
張
主
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
封
す
る
批
判
の

形
式
に
於
て
展
阿
し
よ
う
。
彼
も
亦
「
替
利
資
本
の
形
成
と
資
本
財
生
産
と
の
聞
の
聯
絡
が
完
全
に
快
加
ぜ
る
と
と
」

2MmEKm

4
2
E
E
E
m
u
-。
高

zzoニ出
E
S
F同
四
宮
問
。
骨
司
回
出
品
百
四

4
S
F
z
p
r
N刷出
E

E
仏
品
。
岡
田

2
3
P
E官
Z
4
0国
間
占

mFmE耳
目
)
を
向
然

経
済
に
於
け
る
撹
飢
の
原
凶
と
し
て
認
め
る
。
「
欝
利
資
本
の
蓄
積
は
貸
物
的
資
本
財
の
生
産
と
は
無
関
係
に
行
は
れ
、
後
者
の
生

産
者
は
蓄
積
過
程
に
つ
い
て
昌
一
も
知
る
と
と
ろ
が
た
い
。
更
に
亦
、
新
し
〈
蓄
積
E
れ
た
資
本
が
事
貫
生
産
忙
使
用
さ
る
る
や
否
や

郎
ち
資
木
財
購
買
の
た
め
に
使
用
さ
る
る
や
否
や
、
も
不
確
定
で
あ
る
。
若
し
寅
物
的
資
本
財
の
生
産
者
に
し
て
そ
の
生
産
物
の
慎

値
賓
現
、
印
ち
販
買
に
闘
し
て
安
全
た
ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
同
時
に
営
利
資
本
の
新
し
い
蓄
積
が
ど
れ
だ
け
行
は
れ
、
そ
の
ろ
ち

亙
れ
だ
け
か
そ
の
生
産
物
を
賀
ム
偏
に
支
出
さ
れ
る
か
を
該
生
産
者
は
精
確
に
知
る
と
と
を
要
し
た
智
円
で
あ
る
。
該
生
産
者
が
此
の

知
識
を
快
ぐ
と
己
ろ
に
於
て
は
、
生
産
物
の
一
部
が
或
は
資
本
形
成
が
少
在
過
ぎ
る
た
め
、
或
は
蓄
積
さ
れ
つ
つ
一
使
用
さ
れ
ぬ
も
の

が
存
す
る
た
め
、
賓
残
る
危
険
が
生
や
る
o
hい
ま
土
記
の
貯
蓄
と
貯
減
投
資
と
の
恒
別
を
し
ば
ら
く
度
外
叫
す
る
|
|
此
の
黙
は
後

販
路
設
の
過
剰
投
資
詑
へ
り
瑳
民

静
五
十
巻

五
九

五
九
七

第
王
強

Spietho日 Schriften d田 Vereinsfur Soz.ialpolitik， CXIII， 1904， S. 221. 11苛
ととでは、替利費本、生産賛事白概念に劃して Privatkapilal，Soualkapilal 
なる表現出用ひられてゐる。

ヨ)



版
路
詑
の
過
剰
投
資
誼
へ
の
猿
展

第
五
十
巻

五
九
八

第
五
腕

，、
O 

忙
論
中
る
ー
ー
と
す
れ
ば
、
此
の
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
指
摘
に
針
し
て
吾
ど
は
言
葉
を
加
ム
ベ
雪
必
要
を
持
た
ぬ
。
然
し
乍
ら
シ
品

ピ
イ
ト
ホ
フ
は
販
路
設
を
附
執
し

部
分
的
過
剰
生
母
し
か
可
能
で
な
い
と
主
張
す
る
。
「
需
要
の
会
館
と
供
給
の
卒
慌
止
は
恒
に

一
は
他
左
〈
し
て
考
へ
得
予
、
と
も
忙
同
一
現
象
の
二
つ
の
側
聞
に
過
ぎ
ぬ

が
故
に
、
と
の
己
と
は
必
然
で
あ
る
。
此
の
一
致
の
た
め
の
前
提
は
勿
論
、
内
部
的
国
別
を
飲
「
九
世
間
と
し
て
の
財
の
集
り
が
眼
中

泊
不
足
泣
い
筈
で
あ
る
。
岡
青
は
互
忙
制
約
し
合
ひ
、

に
置
か
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
若
し
此
の
財
の
集
り
の
内
部
に
理
類
の
一
相
違
が
現
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
金
剛
聞
と
し
て
過
不
足
在
き

た
め
に
は
、
需
要
さ
れ
る
種
矧
と
伏
給
さ
れ
る
種
類
と
が
過
不
足
在
き
こ
と
を
要
す
る
か
、
か
か
る
場
合
が
財
の
肘

A
K
粛
さ
れ
る

の
は
資
本
形
成
比
依
て
で
あ
る
。
資
本
財
及
び
消
費
財
が

E
れ
だ
け
需
要
さ
れ
る
か
は
資
本
形
成
に
依
存
し
、
資
本
財
及
び
消
費
財

が
ど
れ
だ
け
生
産
さ
れ
供
給
さ
れ
る
か
は
需
要
の
見
込
に
依
存
す
る
。
と
こ
ろ
で
若
し
此
の
雨
者
が
一
致
し
在
い
左
ち
ば
、
そ
と
に

持
飢
が
生
や
る
智
で
あ
る
。
資
本
財
の
生
康
が
皆
利
資
本
の
形
成
に
不
足
す
る
友
ら
ば
、
替
利
資
本
の
一
部
は
遊
ば
ね
ば
左
ら
ぬ
。

主
た
資
本
則
の
生
産
が
品
目
利
資
本
円
形
成
を
超
過
す
る
左
ら
ば
、
資
本
財
の
一
部
が
貰
時
間
る
。
資
本
財
の
湖
剰
に
は
消
費
財
の
過
少

が
、
ま
た
資
本
財
の
過
少
に
は
消
費
財
の
過
剰
が
針
を
た
ず
h

」
此
の
主
張
、
自
然
経
済
に
於
て
は
一
般
的
地
刺
生
産
友
し
と
す
る
主

張
に
針
し
て
は
、
百
と
は
反
判
で
あ
る
。
自
然
経
済
に
於
て
も
、
資
本
形
成
が
過
剰
な
ら
ば
、

一
般
的
過
剰
生
産
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
、
以
上
の
分
析
の
結
川
市
と

L
一L
E
口
を
は
主
張
す
る
。
か
〈
て
、
偲
忙
景
気
の
く
中
れ
が
不
比
例
か
ら
説
明
さ
れ
る
と
し
て
も
、

そ
の
却
巾
は
販
路
法
則
以
外
に
求
め
ら
れ
ね
ば
左
ら
む
と
と
と
友
る
し
、
ま
た
と
れ
に
よ
っ
て
貨
幣
的
機
構
の
う
ち
に
一
般
的
過
剰

生
産
の
版
閃
を
求
め
ん
と
す
る
貨
幣
的
景
気
現
論
へ
の
傾
向
が
抽
出
防
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

(
性
一
)

と
回
こ
と
は
「
喚
備
的
模
索
の
偲
定
が
満
足
さ
h
H

る
な
ら
ば
」
と
い
ふ
こ
と
と
晴
々
同
一
白
意
味
を
有
す
る
で
あ
ら
う
。
(
拙
稿
「
ワ
ル
ラ
ス
に

A. Spietho仔; Die Ordnung de!> Geld-und Kapitalmarlζtes， Schmallers Jahr-
buch， 1909 II， S.ょ8.
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於
け
る
到
単
化
の
問
題
」
、
結
構
論
叢
第
四
七
巻
静
二
親
参
照
。
向
此
白
問
題
に
闘
し
て
安
井
教
授
は
料
済
串
論
集
第
十
巻
第
一
一
揖
第
二
腕

第
三
股
所
掲
の
論
文
「
均
荷
分
析
と
逝
桂
分
析
」
に
於
て
極
め
で
周
到
な
る
分
析
の
上
に
新
し
い
創
意
的
結
論
を
導
出
さ
れ
つ
つ
る
る
。
)
曲
目

ワ
ル
ヲ
ス
的
傾
定
の
下
に
於
て
は
、
ッ
ず
ン
の
依
光
(
資
本
構
成
の
一
定
、
利
潤
山
中
一
定
、
貯
蓄
率
一
定
)
は
撤
去
し
得
る
が
、
そ
れ
は
亦
同

時
に
吾
が
問
題
と
す
る
貯
帯
と
「
貯
蔵
投
費
」
と
の
均
等
及
び
貨
物
的
責
本
形
成
、
と
「
生
産
的
投
費
」
と
の
均
等
の
偲
定
を
も
併
せ
包
括
す
一
@
。

高
岡
博
士
は
販
路
詑
を
批
判
し
て
か
ら
主
張
さ
れ
る
|
|
一
世
販
路
設
は
静
態
に
於
て
安
常
な
る
も
の
で
あ
る
。
静
態
を
別
に
し
て
は
比
白

原
則
も
そ
の
ま
宮
安
常
で
は
あ
り
得
な
い
。
担
飢
的
事
情
針
作
用
す
る
と
乙
る
に
は
、
そ
れ
は
十
分
に
支
配

L
得
ず
、
従
っ
て
生
産
に
肱
ず

る
だ
け
の
販
路
あ

n
ー
と
は
認
め
難
い
。
(
景
担
撞
割
論
、
三
五
九
頁
且
下
。
)
私
自
立
場
も
事
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
私
は
、
ツ
ガ
ン
の
ま
式

白
神
が
示
す
と
と
ろ
の
、
瑚
別
冊
肌
的
要
素
と
し
て
貯
蓄
と
投
費
ー
と
の
平
均
等
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
私
は
此
の
ツ
ガ
ン
白
書
式

は
販
路
詑
の
論
読
と
し
て
成
立
せ
自
に
し
て
も
、
泊
費
過
巾
ア
詑
批
判
と
し
て
は
こ
れ
を
認
め
度
い
。
即
ち
『
費
本
則
生
産
主
消
費
財
生
産
と

は
、
貯
蓄
事
の
大
小
、
と
は
無
関
係
に
、
一
定
の
比
例
闘
障
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
』
と
い
ふ
の
は
消
費
地

9
設
の
開
設
黙
を
な
す
某
本
命
題

で
あ
る
が
、
ヴ
ガ
ン
的
表
式
が
一
市
ず
様
に
、
均
荷
維
持
の
た
め
に
比
の
二
つ
の
聞
に
於
て
成
立
す
べ
き
比
例
閥
岬
は
貯
蓄
唱
の
函
肢
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
ケ
イ
シ
ズ
が
誼
切
に
指
摘
し
た
中
ろ
に
、
「
柄
引
げ
の
根
本
は
、
貯
蓄
の
大
き
に
相
臆
す
る
だ
け
大
き
な
投
費
が
行
は
れ
な
い
こ

主
に
あ
る
の
で
あ
ワ
て
、
貯
蓄
が
如
何
に
大
で
あ
ら
う
と
も
、
ぞ
れ
に
膳
ず
る
だ
け
の
投
費
が
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
問
題
は
な
い
」
(
同

45MM

〉
叶
自
己
g
m
g
嵩
。
ロ

ZM
〈。】

M

W

唱
弓
@
)
の
で
あ
る
。

更
に
今
一
度
、
シ
ピ
イ
ト
ホ
フ
が
不
比
例
目
本
質
に
ワ
い
て
最
も
明
快
に
語
っ
た
と
こ
ろ
を
引
用
す
る
と
と
を
詐
さ
恥
た
い
c
「
商
品
自
惜
の

相
瓦
閥
悌
に
と
っ
て
過
剰
生
産
(
及
び
資
本
不
足
)
は
何
を
意
味
す
る
か

q
そ
れ
は
(
責
本
主
義
枇
曾
に
於
て
も
枇
合
主
義
枇
官
に
於
て
も
)

過
剰
と
賦
乏
(
円
『

Z
「

2
5
m
E
L
Z
E
m
m】
)
主
を
同
時
に
表
ナ
。
一
切
の
補
定
財
に
於
け
る
閥
係
は
、
片
方
だ
け
無
〈
な
っ
た
一
組
の
手
袋

と
同
徒
で
あ
る
。
無
〈
な
っ
た
芋
袋
は
故
乏
で
あ
る
が
、
一
つ
だ
け
残
っ
た
方
も
そ
れ
だ
け
使
ふ
わ
け
に
は
行
か
白
か
ら
、
過
剰
で
あ
る
。

過
剰
生
庫
に
見
舞
は
れ
た
肘
に
ワ
い
て
も
杢
〈
同
様
で
あ
る
。
そ
の
補
定
に
必
要
な
財
が
得
b
品
白
以
上
、
そ
の
財
は
過
剰
で
あ
る
。
し
か

し
柿
定
則
は
、
そ
の
過
剰
生
産
に
見
韓
は
れ
た
財
の
利
用
に

ι要
な
の
で
あ
る
か
ら
、
H

耐
乏
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
同
ピ
朕
態
が

一
方
か
ら
見
れ
ば
過
剰
で
あ
司
、
他
方
か
ら
見
れ
ば
舵
乏
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。
」
(
明
司
王

zoF
目
。
同
同
呂

E
】自

E
m伶

-
5
8
5
0町民

〈
R
r巳
E
M
U
Z
N
C
二U

F
V停

244巳
ご
∞
島
自
己
】
句
協
同
岳
司
ヴ
ロ
吾
、
H

古川
w

出
F
ω

主
)

(
註
二
)

(
註
三
)

同
肌
時
詑
の
過
剰
投
資
設
へ
の
資
民

第
五
十
巻

五
九
九

第
五
披



販
路
詑
白
過
剰
投
資
詑
へ
の
設
展

事
五
千
巻

六

0
0

第
五
披

P々

ツ
ガ
ン
の
景
気
担
論
の
今
一
つ
の
特
徴
は
貯
蓄
皐
説
に
存
す
る
が
、
此
の
瓢
に
つ
い
て
は
、
と
と
で
は
簡
単
に
論
宇
る
に
止
め
た

い。

l
lツ
ガ

y
の
貯
蓄
製
設
は
明
か
に
景
気
縫
動
を
貨
幣
側
か
ら
説
明
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
此
の
立
場
は
循
環
の
原

国
を
貨
幣
資
本
の
巡
動
に
求
め
、
そ
の
時
そ
の
市
場
の
以
況
を
そ
の
時
ミ
に
於
け
る
貨
幣
資
本
の
蓄
積
の
大
さ
に
よ
っ
て
説
明
せ
ん

と
し
、
投
資
郎
ち
貨
幣
資
本
の
生
産
資
本
へ
の
抑
化
の
誘
闘
を
未
分
析
に
放
挫
し
て
ゐ
る
。
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ブ
の
云
ム
如
〈
、
寸
ツ

ガ
)
J

は

国

E
E
O
R
F
2
5
を
興
へ
友
い
。
何
と
た
れ
ば
貸
付
資
本
の
同
定
資
本
へ
の
念
激
大
規
模
友
る
特
化
の
第
一
歩
が
如
何
に
し

て
始
ま
る
か
は
、
問
題
の
焦
鮪
を
た
ず
に
拘
は
ら
や
、
彼
は
宅
も
と
れ
を
説
明

L
得
血
か
ち
で
あ
る
。
L

然
し
彼
の
景
気
理
論
は
そ
の

資
憾
に
於
て
か
く
の
如
く
貨
幣
的
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
ポ
、
原
理
的
に
は
彼
は
貨
幣
側
か
ら
の
説
明
を
峻
拒
す
る
。
少
く
と
も
信
用

側
か
ら
説
明
す
る
と
と
は
己
れ
を
峻
拒
す
る
u

彼
は
主
張
す
る
。
「
信
刷
、
即
ち
資
本
主
義
に
回
有
な
交
換
の
特
殊
形
態
は
恐
慌
の

影
響
を
加
重
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
然
し
そ
の
最
も
深
い
版
図
は
生
産
の
領
域
に
存
ず
る
叫
」
然
ら
ぽ
此
の
二
つ
の
、

一
見
し
て
互

陀
矛
盾
す
る
と
と
ろ
の
見
解
は
如
何
に
1
て
統
一
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
。
換
言
す
れ
ば
射
の
世
界
に
於
け
る
不
比
例
乃
至
過
剰
生
産

は
如
何
に
し
て
貸
付
資
本
の
快
乏
に
ま
で
現
象
ず
る
の
で
あ
る
か
。

今
一
歩
立
入
っ
て
論
じ
よ
う
。
ツ
ガ

v
k
於
て
は
景
気
上
昇
は
産
業
部
門
相
互
間
の
比
例
性
の
恢
復
を
ま
っ
て
開
始
さ
れ
る
と
見

ら
れ
て
ゐ
る
持
即
ち
好
況
中
の
貨
幣
資
本
の
蓄
積
は
次
の
好
況
を
準
備
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
運
動
を
開
始
す
る
た
め
に

は
強
め
財
の
世
界
に
於
け
る
不
比
例
の
清
算
E
必
要
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
ツ
ガ
V

に
Z
れ
ば
、
か
ぐ
の
如
く
に
し
て
始
め
ら
れ
た

景
気
上
昇
活
動
は
財
の
世
界
に
於
て
比
例
性
が
維
持
さ
れ
る
聞
は
進
行
す
る
が
、
ひ
と
た
び
比
例
性
が
止
へ
は
れ
る
や
不
可
避
的
に
反

動
が
襲
来
す
る
。
か
く
て
恐
慌
に
於
て
現
象
し
始
め
た
不
比
例
性
は
沈
滞
の
期
間
を
通
じ
で
進
行
す
る
。
か
〈
の
如
き
が
ツ
ガ
ン
の

A. Spietho仔 Die Krisenthenrien von 孔札 v. Tugan.Baranowsky und L. 
Pohle， Schmollecs Jahrbuch， 1903 !I， S. S. 353. tJ.j参照 A. Aftalion; np 
cit. p. 244 
Tugan. Studien， S. 34 
Tugan; Studien， S. 243 邦課、 p.259・
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財
の
世
界
に
於
け
る
鑓
動
の
分
析
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
財
の
世
界
の
運
動
に
つ
い
て
は
何
ら
論
詮
危
ぐ
、
更
に
そ
れ
と
貨
幣

側
の
運
動
と
の
相
互
的
閥
係
も
分
析
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
例
へ
ば
、
比
例
性
の
喪
失
乃
査
部
分
的
過
剰
生
産
L
」
貸
付
費
本
の
扶
乏
と
は

如
何
に
し
て
同
時
に
費
生
し
得
る
か
、
と
い
ふ
が
如
き
決
定
的
問
題
忙
謝
し
て
山
ソ
ガ
y
の
理
論
は
完
全
に
献
し
で
語
ら
た
い
の
で
あ

る
ロ

か
〈
て
営
面
の
問
題
た
る
貯
蓄
皐
設
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
「
歴
史
的
部
分
が
豊
富
で
あ
る
に
拘
は
ら
守
、
そ
の
理
論
的
部
分
は
、

極
め
て
抽
象
的
に
し
か
、
極
め
て
僅
か
し
か
、
説
明
さ
る
べ
き
具
閥
的
現
象
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
い
し
と
い
ム
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の

ツ
ガ
ン
に
制
す
る
一
般
的
批
評
は
此
の
揚
合
に
も
埴
切
に
安
世
寸
る
の
で
あ
り
、
吏
忙
此
の
黙
に
つ
い
で
貯
蓄
率
設
に
「
最
も
閥
系

的
た
形
態
H
を
興
へ
た
己
と
は
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ブ
の
買
献
と
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
此
の
意
味
比
於
て
貯
蓄
皐
設
の
問
題
は
、

安
t
v
品
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
理
論
を
詳
論
し
た
後
に
於
て
己
れ
を
論
や
る
で
あ
ら
う
。

販
路
震
の
過
剰
投
費
設
へ
の
費
展

第
五
十
巻

六
O 

第
五
説
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